
(57)【要約】

【課題】　本発明は、組織の損傷を少なくし、ポスト手

術の回復を助長する脛骨インプラント人工器官、近似脛

骨に関するインプラント人口器官及び近似脛骨の中で脛

骨インプラントの第１の部材と脛骨インプラントの第２

の部材とを固定するための方法を提供する。

【解決手段】　脛骨インプラント人工器官は、脛骨板と

、脛骨板から延びる基部と、延長部材とを含んでいる。

延長部材は、第１の部分と第２の部分とを含んでいる。

脛骨板と基部は、挿通路を形成する。延長部材の第１の

部分を、挿通路に保持させる。延長部材の第２の部分は

、基部から離れる方向に延びている。また、近似脛骨の

ためのインプラント人口器官を提供する。さらにまた、

頚骨インプラントの第１の部材と近似脛骨の中で脛骨イ

ンプラントの第２の部材を固定するための方法を提供す

る。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 脛 骨 板 と 、
　 前 記 脛 骨 板 か ら 延 び る 基 部 と 、
　 第 １ の 部 分 と 第 ２ の 部 分 を 含 む 延 長 部 材 で あ っ て 、 前 記 基 部 に 着 脱 自 在 に 固 定 さ れ る 該
延 長 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 脛 骨 板 と 前 記 基 部 と が 協 働 し て 挿 通 路 を 画 定 し 、 前 記 延 長 部 材 は 前 記 挿 通 路 の 中 へ
上 か ら 挿 入 さ れ 、 前 記 第 １ の 部 分 は 前 記 挿 通 路 の 中 に 保 持 さ れ 、 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 ２
の 部 分 は 前 記 挿 通 路 の 外 へ 突 出 す る と 共 に 前 記 基 部 か ら 下 へ 延 び る 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人
工 器 官 。
【 請 求 項 ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 脛 骨 板 に 固 定 さ れ る 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 を 備 え た 、 請 求 項 １ 記 載 の 脛 骨 イ
ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 が 、 前 記 挿 通 路 に 着 脱 自 在 に 保 持 さ れ た 、 請 求 項 １ 記 載
の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 脛 骨 板 は 内 側 部 分 と 外 側 部 分 と を 含 み 、
　 前 記 挿 通 路 は 、 前 記 脛 骨 板 の 略 上 側 の 一 点 か ら 前 記 延 長 部 材 を 受 け 入 れ る た め に 形 成 さ
れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 部 は 第 １ の 略 キ ー ル 状 部 分 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 略 キ ー ル 状 部 分 は 、 前 記 挿 通 路 に 関 係 し て 略 半 径 方 向 外 側 に 延 び る 、 請 求 項
５ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 基 部 は 、 前 記 第 １ の 略 キ ー ル 状 部 分 の 半 径 方 向 外 側 の 延 長 部 分 か ら 約 １ ８ ０ 度 の 角
度 で 前 記 挿 通 路 に 関 し て 略 半 径 方 向 外 側 に 延 び る 第 ２ の 略 キ ー ル 状 部 分 を 含 む 、 請 求 項 ６
記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 は 、 前 記 基 部 の 中 へ 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 を 螺
合 す る か 、 前 記 基 部 の 中 へ 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 を テ ー パ 嵌 合 す る か の 少 な く と
も 一 つ の 方 法 に よ っ て 、 そ の 少 な く と も 一 部 が 前 記 挿 通 路 の 中 で 保 持 さ れ る 、 請 求 項 １ 記
載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 延 長 部 材 は ソ ケ ッ ト を 画 定 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ソ ケ ッ ト は 、 略 六 角 形 状 部 分 、 略 ト ル ク ス 形 状 部 分 の 少 な く と も 一 つ を 含 む 、 請 求
項 ９ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ソ ケ ッ ト は 、 ね じ 形 成 部 、 テ ー パ 部 分 の 少 な く と も 一 つ を 含 む 、 請 求 項 ９ 記 載 の 脛
骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 基 部 は 、 前 記 挿 通 路 か ら 略 半 径 方 向 外 側 に 離 れ て 位 置 す る 複 数 の 隆 起 を 含 む 、 請 求
項 １ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 は 、 前 記 基 部 の 中 へ 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 を 螺
合 す る か 、 前 記 基 部 の 中 へ 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 を テ ー パ 嵌 合 す る か の 少 な く と
も 一 つ の 方 法 に よ っ て 、 そ の 少 な く と も 一 部 が 前 記 挿 通 路 の 中 で 保 持 さ れ る 、 請 求 項 １ ２
記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 延 長 部 材 は ソ ケ ッ ト を 画 定 す る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ソ ケ ッ ト は 、 略 六 角 形 状 部 分 、 略 ト ル ク ス 形 状 部 分 の 少 な く と も 一 つ を 含 む 、 請 求
項 １ ４ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ソ ケ ッ ト は 、 ね じ 形 成 部 、 テ ー パ 部 分 の 少 な く と も 一 つ を 含 む 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の
脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 基 部 は 、 前 記 挿 通 路 に 関 し て 略 半 径 方 向 外 側 に 延 び る 第 １ の 略 キ ー ル 状 部 分 を 含 む
と 共 に 、 前 記 第 １ の 略 キ ー ル 状 部 分 の 半 径 方 向 外 側 の 延 長 部 分 か ら 約 １ ８ ０ 度 の 角 度 で 前
記 挿 通 路 に 関 し て 略 半 径 方 向 外 側 に 延 び る 第 ２ の 略 キ ー ル 状 部 分 を 含 み 、
　 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 は 、 前 記 基 部 の 中 へ 前 記 延 長 部 材 の 前 記 第 １ の 部 分 を 螺
合 す る こ と に よ っ て 、 そ の 少 な く と も 一 部 が 前 記 挿 通 路 に 保 持 さ れ 、
　 前 記 延 長 部 材 は ソ ケ ッ ト を 画 定 し 、 前 記 ソ ケ ッ ト は 略 六 角 形 状 部 分 を 含 む と 共 に ね じ 形
成 部 を 含 む 、 請 求 項 ３ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 さ ら に 、 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 が 前 記 脛 骨 板 に 連 結 さ れ た 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 脛 骨 イ ン プ
ラ ン ト 人 工 器 官 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 上 面 か ら 下 面 に 延 び る 挿 通 孔 を 有 す る 脛 骨 板 と 、
　 近 似 脛 骨 の 中 に 人 口 器 官 を 固 定 す る た め の 第 １ の 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 固 定 手 段 は 前 記 上 面 か ら 前 記 挿 通 孔 の 中 に 挿 入 さ れ 、
　 前 記 第 １ の 固 定 手 段 が 部 分 的 に 前 記 挿 通 孔 の 中 で 保 持 さ れ る と 共 に 前 記 脛 骨 板 か ら 下 方
に 延 び る 、 近 似 脛 骨 に 関 す る イ ン プ ラ ン ト 人 口 器 官 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 さ ら に 、 前 記 脛 骨 板 を 前 記 近 似 脛 骨 に 回 転 自 在 に 固 定 す る た め の 第 ２ の 固 定 手 段 を 備 え
、 前 記 第 １ の 固 定 手 段 が 前 記 脛 骨 板 を 前 記 近 似 脛 骨 に 直 線 的 に 固 定 す る た め 手 段 を 含 む 、
請 求 項 １ ９ 記 載 の 近 似 脛 骨 に 関 す る イ ン プ ラ ン ト 人 口 器 官 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 直 線 的 に 固 定 す る 手 段 は 、 前 記 回 転 自 在 に 固 定 す る 手 段 に 保 持 さ れ た 第 １ の 部 分 を
含 み 、 さ ら に 、 前 記 回 転 自 在 に 固 定 す る 手 段 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 第 ２ の 部 分 を 含 む 、
請 求 項 ２ ０ 記 載 の 近 似 脛 骨 に 関 す る イ ン プ ラ ン ト 人 口 器 官 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 近 似 脛 骨 の 中 に 前 記 第 １ の 部 材 を 固 定 す る 段 階 と 、
　 前 記 近 似 脛 骨 の 中 に 前 記 第 ２ の 部 材 を 固 定 す る 段 階 と 、
　 前 記 近 似 脛 骨 の 中 で 前 記 第 ２ の 部 材 を 固 定 す る 段 階 と 同 時 に 、 前 記 第 １ の 部 材 に 前 記 第
２ の 部 材 を 連 結 す る 段 階 と を 備 え た 、 近 似 脛 骨 の 中 で 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト の 第 １ の 部 材 と 脛
骨 イ ン プ ラ ン ト の 第 ２ の 部 材 と を 固 定 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 連 結 す る 段 階 は 、 前 記 第 ２ の 部 材 を 前 記 第 １ の 部 材 の 中 を 通 し て 延 ば す こ と を 含 む
、 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に 、 整 形 外 科 の 分 野 、 特 に 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 総 合 的 な 関 節 形 成 術 （ ” 関 節 置 換 術 ” ） は 、 人 工 器 官 で あ る 関 節 に 外 科 的 に 置 き 換 え る
手 術 で あ る 。 典 型 的 な 膝 の 人 工 器 官 は 、 ３ つ の 主 な 構 成 要 素 で あ る 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト
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要 素 と 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 と 、 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 と を 備 え て い る 。 一 般 に 、 大 腿 骨
イ ン プ ラ ン ト 要 素 は 、 遠 位 大 腿 骨 顆 を 置 き 換 え る も の で あ る 。 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 は
、 典 型 的 に は 金 属 で 作 ら れ て い る 。 典 型 的 に 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 は 、 関 節 顆 に 類 似
す る 丸 い 表 面 と 、 遠 位 大 腿 骨 の 骨 髄 内 の 管 の 中 で 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 を 固 定 す る た め
に 大 腿 骨 頭 部 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 延 長 ス テ ム と を 有 す る 頭 部 （ ” 大 腿 骨 頭 部 ” ） を 含
ん で い る 。 一 般 的 に 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 は 、 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 を 支 持 し 、 連 結 す る
も の で あ る 。 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 は 、 典 型 的 に は 金 属 で 作 ら れ て い る 。 典 型 的 に 、 脛 骨
イ ン プ ラ ン ト 要 素 は 、 挿 入 を 支 持 す る た め の 略 平 坦 な ト レ イ 又 は 平 面 部 分 （ ” 脛 骨 板 ” ）
と 、 近 似 脛 骨 の 骨 髄 内 の 管 の 中 で 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 を 固 定 す る た め に 脛 骨 板 か ら 離 れ
る 方 向 に 延 び る 延 長 ス テ ム と を 含 ん で い る 。 一 般 的 に 、 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 は 、 脛 骨 の プ
ラ ト 及 び 膝 の 半 月 板 を 置 き 換 え る も の で あ る 。 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 は 、 典 型 的 な 円 板 状 で
あ り 、 脛 骨 板 を 支 持 す る た め の １ 又 は そ れ 以 上 の 略 平 坦 面 と 、 大 腿 骨 頭 部 を 支 持 す る た め
の １ 又 は そ れ 以 上 の 略 凹 面 と を 典 型 的 に 含 ん で い る 。 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 は 、 典 型 的 に 、
強 く 、 滑 ら か な 低 磨 耗 樹 脂 材 料 で 作 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 膝 の 置 換 に お い て 、 外 科 医 は 、 遠 位 大 腿 骨 、 膝 、 近 似 脛 骨 の か な り 長 い 範 囲 に 亘
っ て 前 側 部 分 を 切 開 し ； 遠 位 大 腿 骨 と 近 似 脛 骨 を 周 囲 の 組 織 か ら 分 離 し ； 過 屈 曲 し 、 遠 位
に 伸 ば し 、 及 び ／ 又 は そ う で な け れ ば 、 特 別 の 案 内 及 び 鋸 の た め の 部 屋 を 作 る た め に 遠 位
大 腿 骨 か ら 離 れ る よ う に 近 似 脛 骨 を 動 か し ； 人 口 器 官 を 受 け 取 る こ れ ら の 骨 を 分 離 す る た
め に 案 内 及 び 鋸 を 使 う 。 最 後 に 、 外 科 医 は 、 大 腿 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 ス テ ム 及 び 脛 骨 イ ン
プ ラ ン ト 要 素 ス テ ム の そ れ ぞ れ を 遠 位 大 腿 骨 及 び 近 似 脛 骨 の 骨 髄 内 の 管 の 中 で 略 縦 方 向 に
動 か し ； 適 所 で 各 ス テ ム を セ メ ン ト で 固 め ； 脛 骨 板 に 挿 入 要 素 を 連 結 し 及 び ／ 又 は 取 り 付
け ； 大 腿 骨 頭 部 を 挿 入 要 素 に 連 結 し 及 び ／ 又 は 取 り 付 け ； 外 科 部 位 を 閉 じ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 膝 置 換 と は 対 照 的 に 、 最 少 の 観 血 的 外 科 手 術 を 適 用 す る 膝 の 置 換 は 、 こ の 中 で 、
よ り 小 さ い 切 り 口 が 、 組 織 の 損 傷 を 少 な く し 、 ポ ス ト 手 術 の 回 復 を 助 長 す る 。 し か し な が
ら 、 最 少 の 観 血 的 外 科 手 術 は 、 外 科 部 位 の 大 き さ を 減 ら す た め 、 長 い 単 体 の ス テ ム を 有 す
る 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 を 挿 入 し 、 連 結 し 、 固 定 す る た め に 必 要 と す る 空 間 を 実 質 的 に 小
さ く す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 を 提 供 す る 。 人 工 器 官 は 、 脛 骨 板 と 、 脛 骨 板 か ら
延 び る 基 部 と 、 延 長 部 材 と を 含 ん で い る 。 延 長 部 材 は 、 第 １ の 部 分 と 第 ２ の 部 分 と を 含 ん
で い る 。 脛 骨 板 と 基 部 は 挿 通 路 を 画 定 す る 。 延 長 部 材 の 第 １ の 部 分 は 基 部 か ら 離 れ て 延 び
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 近 似 脛 骨 に 関 す る イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 を 提 供 す る
。 人 工 器 官 は 、 脛 骨 板 と 、 近 似 脛 骨 の 中 で 人 工 器 官 を 固 定 す る た め に 脛 骨 板 か ら 延 び る 第
１ の 手 段 と 、 近 似 脛 骨 の 中 で 人 工 器 官 を 固 定 す る た め に 第 １ の 手 段 か ら さ ら に 延 び る 部 分
で あ る 第 ２ の 手 段 と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 は 、 近 似 脛 骨 の 中 で 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 の 第 １ の
部 材 と 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 の 第 ２ の 部 材 と を 固 定 す る た め の 方 法 を 提 供 す る 。 こ
の 方 法 は 、 近 似 脛 骨 の 中 で 第 １ の 部 材 を 固 定 す る 段 階 と 、 近 似 脛 骨 の 中 で 第 ２ の 部 材 を 固
定 す る 段 階 と 、 近 似 脛 骨 の 中 で 第 ２ の 部 材 を 固 定 す る 段 階 と 同 時 に 第 ２ の 部 材 を 第 １ の 部
材 に 連 結 す る 段 階 と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 上 述 し て い な い 特 徴 及 び 利 点 と 、 追 加 さ れ る 特 徴 及 び 利 点 は 、 以 下 の 詳 細 な 説
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明 及 び 添 付 す る 図 面 を 参 照 す る こ と に よ っ て 、 当 業 者 に と っ て 容 易 に 明 ら か に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 様 な 参 照 符 号 は 、 後 述 す る 説 明 及 び 添 付 す る 図 面 の 中 で 同 様 な 部 分 に つ い て 説 明 す る
。 こ こ で 、 用 い ら れ て い る よ う に 、 ” ｍ ｅ ｄ ｉ ａ ｌ ” ， ” ｍ ｅ ｄ ｉ ａ ｌ ｌ ｙ ” 及 び 同 種 の
言 葉 は 、 中 間 に 関 係 し 、 中 に 、 又 は 中 間 の 方 へ 、 及 び ／ 又 は 真 っ 直 ぐ に 立 っ た と き 本 体 の
中 間 に よ り 近 い こ と を 意 味 す る 。 逆 に 、 ” ｌ ａ ｔ ｅ ｒ ａ ｌ ” ， ” ｌ ａ ｔ ｅ ｒ ａ ｌ ｌ ｙ ” 及
び 同 種 の 言 葉 は 、 中 間 の 反 対 の 言 葉 と し て こ こ で 使 わ れ て い る 。 例 え ば 、 膝 の 中 側 は 、 他
の 膝 に 最 も 近 い 側 で あ り 、 両 膝 の 中 側 は 内 面 で あ る 。 一 方 、 膝 の 後 側 は 、 膝 の 外 側 で あ り
、 外 面 で あ る 。 さ ら に 、 こ こ で 使 わ れ て い る よ う に 、 ” ｓ ｕ ｐ ｅ ｒ ｉ ｏ ｒ ” と い う 言 葉 は
、 頭 部 の 先 端 に よ り 近 い こ と 、 及 び ／ 又 は 真 っ 直 ぐ に 立 っ て い る と き 足 の 底 か ら 離 れ て い
る こ と を 表 す 。 逆 に 、 ” ｉ ｎ ｆ ｅ ｒ ｉ ｏ ｒ ” と い う 言 葉 は 、 上 の 反 対 の 言 葉 と し て 使 わ れ
て い る 。 例 え ば 、 心 臓 は 胃 よ り 上 に あ り 、 舌 の 上 面 は 口 蓋 に 重 な る 。 一 方 、 胃 は 心 臓 の 下
に あ り 、 口 蓋 は 舌 の 下 側 に 面 し て い る 。 さ ら に 、 こ こ で 使 わ れ る よ う に 、 ” ａ ｎ ｔ ｅ ｒ ｉ
ｏ ｒ ” ， ” ａ ｎ ｔ ｅ ｒ ｉ ｏ ｒ ｙ ” ， 及 び 同 種 の 言 葉 は 、 後 ろ に よ り 近 い こ と 、 又 は 真 っ 直
ぐ に 立 っ て い る と き 身 体 の 背 面 に 面 す る こ と を 意 味 す る ” ｐ ｏ ｓ ｔ ｅ ｒ ｉ ｏ ｒ ” ， ” ｐ ｏ
ｓ ｔ ｅ ｒ ｉ ｏ ｒ ｌ ｙ ” 及 び 同 種 の 言 葉 の 反 対 語 と し て 、 身 体 の 前 に よ り 近 い こ と 、 真 っ 直
ぐ に 立 っ て い る と き 、 身 体 の 正 面 に 面 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 典 型 的 な 人 口 器 官 ６ ０ の 部 分 的 な 分 解 斜 視 図 を 示 す 。 人 口 器 官 ６
０ は 、 典 型 的 な 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素 ８ ０ を 含 ん で い る 。 挿 入 要 素 ８ ０ は 、 大 腿 骨 頭 部 （ 図
示 し な い ） に 対 す る 支 持 面 と し て 構 成 さ れ た 一 対 の 滑 ら か な 面 ９ ０ を 含 ん で い る 。 典 型 的
な 実 施 形 態 に お い て 、 挿 入 要 素 ８ ０ は 、 超 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン で 作 ら れ て い る （ ” Ｕ Ｈ Ｄ
Ｐ Ｅ ” ） 。 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 挿 入 要 素 ８ ０ は 、 適 当 な 強 さ を 有 し 、 滑 ら か で 、 低 摩
耗 で 生 体 親 和 性 の あ る 材 料 で 作 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 人 口 器 官 ６ ０ は 、 典 型 的 な 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ を 含 ん で い る 。 そ の 中
で 、 イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ は 、 挿 入 要 素 ８ ０ を 支 持 し 、 連 結 す る た め に 構 成 さ れ て い る
。 典 型 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ は チ タ ン 合 金 で 作 ら れ て い る 。 他
の 実 施 形 態 に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ を 、 コ バ ル ト ク ロ ム 合 金 、 又 は 生 体 親 和 性
の あ る 他 の 適 当 な 材 料 で 作 る こ と が で き る 。 典 型 的 な イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ は 、 典 型 的
な 脛 骨 板 １ ２ ０ を 含 ん で い る 。 そ の 中 で 、 脛 骨 板 １ ２ ０ は 、 挿 入 要 素 ８ ０ を 支 持 す る た め
に 構 成 さ れ て い る 。 脛 骨 板 １ ２ ０ は 、 溝 又 は 細 溝 １ ４ ０ を 画 定 す る と 共 に 細 溝 １ ４ ０ を 囲
む 略 平 坦 面 １ ６ ０ を 含 ん で い る 。 さ ら に 、 脛 骨 板 １ ２ ０ は 、 平 坦 面 １ ６ ０ か ら 略 垂 直 に 延
び 、 実 質 的 に 境 を 接 し て い る 保 持 壁 １ ８ ０ を 含 ん で い る 。 保 持 壁 １ ８ ０ は 切 欠 き ２ ０ ０ を
定 め て い る 。 脛 骨 板 １ ２ ０ は 、 内 側 部 分 又 は 張 出 部 ２ ２ ０ と 、 反 対 側 で あ る 外 側 部 分 又 は
張 出 部 ２ ４ ０ と を 有 し て い る と 認 め ら れ る （ 想 像 分 割 線 に 関 係 し て ） 。 さ ら に 、 細 溝 １ ４
０ 、 平 坦 面 １ ６ ０ 、 保 持 壁 １ ８ ０ 及 び 切 欠 き ２ ０ ０ は 、 挿 入 要 素 ８ ０ の 連 結 及 び ／ 又 は 保
持 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ は 、 脛 骨 板 １ ２ ０ か ら 延 び る 典 型 的 な 基 部 ２ ８ ０ を
含 ん で い る 。 そ の 中 で 、 基 部 ２ ８ ０ は 、 近 似 脛 骨 （ 図 示 し な い ） の 中 へ 固 定 す る た め に 構
成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 基 部 ２ ８ ０ （ こ の よ う に し て 、 脛 骨 板 １ ２ ０ ） ） は 、 軸 ３ ２ ０
の 周 り の 近 似 脛 骨 に 関 係 し て 回 転 自 在 に 固 定 さ れ て い る 。 基 部 ２ ８ ０ は 、 脛 骨 板 １ ２ ０ か
ら 下 側 に 延 び る 共 に 内 側 か ら 外 側 に 延 び る 略 キ ー ル 状 の 構 造 で あ る 。 さ ら に 、 基 部 ２ ８ ０
は 、 軸 ３ ２ ０ に 沿 っ て 脛 骨 板 １ ２ ０ か ら 略 下 側 に 延 び る 首 部 ３ ０ ０ を 含 み 、 さ ら に 、 脛 骨
板 １ ２ ０ か ら 略 下 側 に 延 び る と と も に 、 首 部 ３ ０ ０ か ら 略 半 径 方 向 内 側 に 延 び る 内 側 の 略
キ ー ル 状 部 分 ３ ４ ０ を 含 ん で い る 。 さ ら に 、 脛 骨 板 １ ２ ０ か ら 略 下 側 に 延 び る と と も に 、
首 部 ３ ０ ０ か ら 略 半 径 方 向 外 側 に 延 び る 外 側 の 略 キ ー ル 状 部 分 ３ ６ ０ を 含 ん で い る 。 そ の
結 果 、 内 側 延 長 部 （ 内 側 の 略 キ ー ル 状 部 分 ） ３ ４ ０ は 、 約 １ ８ ０ 度 の 角 度 で 外 側 延 長 部 （
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外 側 の 略 キ ー ル 状 部 分 ） ３ ６ ０ に 対 し て 配 置 さ れ て い る （ 図 ３ に 示 す ） 。 他 の 実 施 形 態 に
お い て 、 基 部 ２ ８ ０ の キ ー ル 状 部 分 は 、 適 切 な 角 度 で 、 適 当 に 放 射 状 に 延 び 、 又 は 首 部 ３
０ ０ か ら 外 側 に 広 が る 。 さ ら に 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 基 部 ２ ８ ０ は 、 適 切 な 数 の キ ー
ル 状 部 分 を 含 む こ と が で き （ 他 の 実 施 形 態 に は 全 く 示 さ れ て い な い ） 、 及 び ／ 又 は 、 近 似
脛 骨 に 基 部 ２ ８ ０ を 固 定 す る た め に 、 他 の 適 切 な 位 置 で 適 切 な 数 の 隆 起 を 含 む こ と が で き
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 脛 骨 板 １ ２ ０ と 首 部 ３ ０ ０ は 、 軸 ３ ２ ０ に 沿 っ て 平 坦 面 １ ６ ０ 及 び 首 部 ３ ０ ０ を 貫 通 す
る 通 路 又 は 挿 通 路 ４ ０ ０ （ 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す ） を 画 定 す る 。 挿 通 路 ４ ０ ０ は 、 略 円 柱 形
状 の ね じ 形 成 部 ４ ０ ６ と 、 略 円 柱 形 状 の 非 ね じ 部 分 ４ １ ２ と を 含 ん で い る （ 図 ４ に 示 す ）
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ は 、 挿 通 さ れ る と と も に 、 軸 ３ ２ ０ （ 図 ４ 及 び 図
５ に 示 す ） に 沿 っ て 挿 通 路 ４ ０ ０ か ら 延 び る 典 型 的 な 延 長 部 材 又 は ポ ス ト ４ ２ ０ を 含 ん で
い る 。 そ の 中 で 、 ポ ス ト ４ ２ ０ は 、 挿 通 路 ４ ０ ０ の 中 で 基 部 ２ ８ ０ に 連 結 し 、 近 似 脛 骨 に
固 定 す る た め に 構 成 さ れ て い る 。 そ の 結 果 、 ポ ス ト ４ ２ ０ （ こ の よ う に し て 、 脛 骨 イ ン プ
ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ ） は 、 軸 ３ ２ ０ に 沿 っ て 近 似 脛 骨 に 関 係 し て 直 線 的 に 固 定 さ れ て い る 。
ポ ス ト ４ ２ ０ は 、 挿 通 孔 ４ ０ ０ の ね じ 形 成 部 ４ ０ ６ の 中 で 基 部 ２ ８ ０ に 螺 合 す る 略 円 柱 形
状 の ね じ が 形 成 さ れ た 軸 部 ４ ４ ０ を 含 ん で い る （ 図 ４ に 示 す ） 。 さ ら に 、 ポ ス ト ４ ２ ０ は
、 軸 ３ ２ ０ に 沿 っ て 挿 通 孔 ４ ０ ０ を 通 り 略 下 側 に 延 び て い る 略 円 柱 形 状 の ね じ が 形 成 さ れ
な い 軸 部 ４ ６ ０ と 、 軸 部 ４ ６ ０ の 反 対 側 に 位 置 す る 頭 部 ４ ８ ０ と を 含 ん で い る （ 図 ４ に 示
す ） 。 頭 部 ４ ８ ０ は 、 挿 通 路 ４ ０ ０ の 非 ね じ 部 ４ １ ２ に 保 持 さ れ る （ 図 ４ に 示 す ） 。 他 の
実 施 形 態 に お い て 、 ポ ス ト ４ ２ ０ の ね じ 軸 部 ４ ４ ０ 、 ポ ス ト ４ ２ ０ の 頭 部 ４ ８ ０ 、 挿 通 路
４ ０ ０ の ね じ 形 成 部 ４ ０ ６ 、 及 び ／ 又 は 挿 通 路 ４ ０ ０ の 非 ね じ 部 ４ １ ２ は 、 ポ ス ト ４ ２ ０
と 基 部 ２ ８ ０ と の 間 で テ ー パ 嵌 合 又 は 他 の 嵌 合 を す る よ う に 選 択 的 に 構 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 ポ ス ト ４ ２ ０ は 、 頭 部 ４ ８ ０ に 開 口 し 、 ポ ス ト ４ ２ ０ の 中 に 延 び る 非 円 形 で 略
円 柱 形 状 の 孔 部 ５ ２ ０ を 有 す る ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ （ ま た 、 図 ２ ， 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す ） と 、
孔 部 ５ ２ ０ か ら ポ ス ト ４ ２ ０ の 中 へ さ ら に 深 く 延 び る 略 円 柱 形 状 で ね じ が 形 成 さ れ た ね じ
孔 部 ５ ４ ０ と を 画 定 す る （ 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す ） 。 こ の 中 で 、 ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ の 孔 部 ５ ２
０ は 、 基 部 ２ ８ ０ の 挿 通 路 ４ ０ ０ の 中 に ポ ス ト ４ ２ ０ を 容 易 に 挿 入 さ せ る た め に 構 成 さ れ
て い る 。 ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ の ね じ 孔 部 ５ ４ ０ は 、 挿 入 要 素 ８ ０ の 連 結 を 及 び ／ 又 は 保 持 を 容
易 に す る 。 別 の 実 施 形 態 に お い て 、 孔 部 ５ ２ ０ を 六 角 形 状 、 ト ル ク ス 形 状 、 又 は 適 切 な 別
形 状 、 及 び ／ 又 は ね じ 孔 部 ５ ４ ０ は 、 テ ー パ 嵌 合 又 は 他 の 適 切 な 嵌 合 形 状 に す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 典 型 的 な 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 の 平 面 図 を 示 す 。 こ の 中 で 、 細 溝 １ ４ ０ 、 平 面
１ ６ ０ 、 保 持 壁 １ ８ ０ 、 切 欠 き ２ ０ ０ 及 び ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ は 、 図 ２ の 中 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 典 型 的 な 脛 骨 板 の 底 面 図 と 、 典 型 的 な 基 部 ２ ８ ０ を 示 す 。 こ の 中 で 、 首 部 ３ ０
０ 、 内 側 の 略 キ ー ル 状 部 分 ３ ４ ０ 、 外 側 の 略 キ ー ル 状 部 分 ３ ６ ０ 、 角 度 ３ ８ ０ 及 び 挿 通 路
４ ０ ０ は 図 ３ に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 典 型 的 な 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 の 分 解 断 面 図 で あ る （ 図 ２ の ４ － ４ 線 に 沿 っ て
切 断 し た も の ） 。 こ の 中 で 、 挿 通 路 ４ ０ ０ の ね じ 形 成 部 ４ ０ ６ 、 挿 通 路 ４ ０ ０ の 非 ね じ 部
分 ４ １ ２ 、 ポ ス ト ４ ２ ０ の ね じ 軸 部 ４ ４ ０ 、 ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ の 孔 部 ５ ２ ０ 及 び ソ ケ ッ ト ５
０ ０ の ね じ 孔 部 ５ ４ ０ は 、 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 図 ５ は 、 典 型 的 な 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素
の 組 立 断 面 図 を 示 す （ 図 ２ の ４ － ４ 線 に 沿 っ て 切 断 し た も の ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 典 型 的 な 人 口 器 官 ６ ０ を 使 う た め に 、 膝 関 節 が 開 か れ 、 近 似 脛 骨 が 最 少 の 観 血 的 外 科 手
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術 法 又 は 他 の 適 切 な 手 術 法 に よ っ て 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ を 受 け る た め に 用 意 さ れ
る 。 ポ ス ト ４ ２ ０ は 、 挿 通 路 ４ ０ ０ か ら 取 り 外 さ れ て い る （ こ の よ う に し て 、 基 部 ２ ８ ０
か ら 分 離 す る ） 。 近 似 脛 骨 は 、 関 節 空 間 の 中 に 脛 骨 板 １ ２ ０ 及 び 基 部 ２ ８ ０ を 挿 入 す る た
め の 間 隔 を 作 り 、 そ れ ら を 近 似 脛 骨 の 上 方 に 連 結 す る た め の 必 要 性 と し て 、 遠 位 大 腿 骨 か
ら 離 れ て い る 。 必 要 な 間 隔 は 、 挿 入 さ れ る ポ ス ト ４ ２ ０ と と も に 脛 骨 板 １ ２ ０ と 基 部 ２ ８
０ を 挿 入 し 、 連 結 す る た め に 必 要 と な る 空 間 よ り も 小 さ く な る と 認 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 骨 の 連 結 材 は 、 用 意 さ れ た 近 似 脛 骨 の 上 面 に 適 切 に 付 け ら れ る 。 脛 骨 板 １ ２ ０ と
基 部 ２ ８ ０ は 、 近 似 脛 骨 の 上 面 に 適 切 に 連 結 さ れ る （ こ の 中 で 、 挿 通 路 ４ ０ ０ は 、 略 同 軸
に 、 軸 ３ ２ ０ に 沿 う 脛 骨 の 骨 髄 内 の 管 の 長 手 方 向 で 連 結 す る ） 。 そ し て 、 基 部 ２ ８ ０ は ハ
ン マ で 叩 か れ 、 あ る い は 近 似 脛 骨 の 中 に 略 遠 位 か ら 適 切 な 力 で 押 圧 さ れ る 。 こ の 中 で 、 こ
れ は 、 近 似 脛 骨 に 基 部 ２ ８ ０ を 固 定 し 、 基 部 ２ ８ ０ （ こ の よ う に し て 、 脛 骨 板 １ ２ ０ ） は
、 軸 ３ ２ ０ 周 り の 近 似 脛 骨 に 関 係 し て 回 転 自 在 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 ポ ス ト ４ ２ ０ は 、 軸 ３ ２ ０ に 沿 っ て 挿 通 路 ４ ０ ０ に 挿 通 さ れ 、 ハ ン マ で 叩 か れ 、
又 は ポ ス ト ４ ２ ０ の ね じ 軸 部 ４ ４ ０ が 挿 通 路 ４ ０ ０ の ね じ 形 成 部 ４ ０ ６ に 達 す る ま で 、 骨
髄 内 の 管 の 中 へ 、 略 遠 位 で 略 長 手 方 向 に 適 切 な 力 で 押 圧 さ れ る 。 さ ら に 、 適 切 な 六 角 形 の
ド リ ル ビ ッ ト 、 適 切 な 六 角 形 の ね じ 用 ド ラ イ バ の 頭 部 、 適 切 な ア レ ン レ ン チ 、 又 は 他 の 適
切 な 工 具 が 、 ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ の 孔 部 ５ ２ ０ に 挿 入 さ れ 、 そ し て 、 ポ ス ト ４ ２ ０ の 頭 部 ４ ８
０ が 、 挿 通 路 ４ ０ ０ の 非 ね じ 部 ４ １ ２ に 係 合 す る ま で 、 挿 通 路 ４ ０ ０ （ こ の よ う に し て 、
骨 髄 内 の 管 の 中 へ 、 略 遠 位 で 略 長 手 方 向 に 適 切 な 力 で 押 圧 す る ） の ね じ 形 成 部 ４ ０ ６ の 中
へ ポ ス ト ４ ２ ０ の ね じ 軸 部 ４ ４ ０ を ね じ 止 め す る た め に 捻 ら れ る 。 こ の 中 で 、 こ れ は 、 ポ
ス ト ４ ２ ０ を 近 似 脛 骨 の 中 に 固 定 す る 。 そ の 結 果 、 ポ ス ト ４ ２ ０ （ こ の よ う に し て 、 脛 骨
イ ン プ ラ ン ト 要 素 １ ０ ０ ） は 、 軸 ３ ２ ０ に 沿 っ て 近 似 脛 骨 に 関 し て 直 線 的 に 固 定 さ れ る 。
近 似 脛 骨 の 中 に ポ ス ト ４ ２ ０ を 固 定 し た 後 、 捻 り を 加 え る 工 具 は 、 ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ か ら 抜
き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 挿 入 要 素 ８ ０ は 、 連 結 さ れ 、 及 び ／ 又 は 脛 骨 板 １ ２ ０ の 細 溝 １ ４ ０ 、 脛 骨 板 １ ２ ０ の 保
持 壁 １ ８ ０ 、 脛 骨 板 １ ２ ０ の 切 欠 き ２ ０ ０ 、 及 び ／ 又 は ソ ケ ッ ト ５ ０ ０ の ね じ 孔 部 ５ ４ ０
に よ っ て 、 脛 骨 板 １ ２ ０ の 平 坦 面 １ ６ ０ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 前 記 説 明 は 、 単 に 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 を 制 限 す る こ と
を 意 図 し た も の で は な く 、 正 確 な 言 葉 を 明 ら か に す る こ と を 意 図 し た も の で あ る 。 さ ら に
、 本 発 明 は 、 例 示 さ れ た 一 実 施 形 態 を 参 照 す る こ と に よ り 詳 細 に 説 明 さ れ て い る が 、 改 良
や 変 更 は 、 添 付 す る 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 及 び 範
囲 内 に あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 典 型 的 な 人 口 器 官 の 部 分 的 な 組 立 分 解 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 １ の 典 型 的 な 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 の 平 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 １ の 典 型 的 な 脛 骨 板 と 典 型 的 な 基 部 の 底 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 の 分 解 断 面 図 を 示 す （ 図 ２ の ４ － ４ 線
に 沿 っ て 切 断 し た も の ） 。
【 図 ５ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 典 型 的 な 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 人 工 器 官 の 組 立 断 面 図 を 示 す （ 図 ２ の
４ － ４ 線 に 沿 っ て 切 断 し た も の ） 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ６ ０ 　 　 人 口 器 官
　 ８ ０ 　 　 脛 骨 大 腿 骨 挿 入 要 素
　 ９ ０ 　 　 滑 ら か な 表 面
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　 １ ０ ０ 　 　 脛 骨 イ ン プ ラ ン ト 要 素
　 １ ２ ０ 　 　 脛 骨 板
　 １ ４ ０ 　 　 細 溝
　 １ ６ ０ 　 　 平 坦 面
　 １ ８ ０ 　 　 保 持 壁
　 ２ ０ ０ 　 　 切 欠 き
　 ２ ８ ０ 　 　 基 部
　 ３ ４ ０ 　 　 内 側 の 略 キ ー ル 状 部 分
　 ３ ６ ０ 　 　 外 側 の 略 キ ー ル 状 部 分
　 ４ ０ ０ 　 　 挿 通 路
　 ４ ０ ６ 　 　 ね じ 形 成 部
　 ４ １ ２ 　 　 非 ね じ 部
　 ４ ２ ０ 　 　 ポ ス ト
　 ４ ４ ０ 　 　 ね じ 軸 部
　 ４ ６ ０ 　 　 軸 部
　 ５ ０ ０ 　 　 ソ ケ ッ ト
　 ５ ２ ０ 　 　 孔 部
　 ５ ４ ０ 　 　 ね じ 孔 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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